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4 3 2 1 肯定率 全体肯定率

生徒アンケート ◎ 70 23 3 5 93 87

保護者アンケート ○ 35 45 17 3 79 87

教職員アンケート ◎ 40 60 0 0 100 88

生徒アンケート ◎ 53 34 8 5 87 92

保護者アンケート ◎ 30 61 9 0 91 77

教職員アンケート ◎ 70 30 0 0 100 100

生徒アンケート ◎ 66 32 0 2 98 98

保護者アンケート ◎ 41 52 7 0 93 93

教職員アンケート ◎ 50 50 0 0 100 100

生徒アンケート ◎ 59 39 2 0 98 94

保護者アンケート ◎ 47 53 0 0 100 94

教職員アンケート ◎ 60 40 0 0 100 100

地域有識者アンケート ◎ 81 19 0 0 100 100

生徒アンケート ◎ 51 39 8 3 90 94

保護者アンケート ◎ 41 56 4 0 96 94

教職員アンケート ◎ 60 40 0 0 100 100

令和７年７月伊予市立双海中学校令和7年度   学校評価（前期）    報告書

重点目標

【評定基準】　　Ａ：目標を９割以上達成　　Ｂ：８割以上達成　　Ｃ：６割以上達成　　Ｄ：６割未満の達成 ４：そう思う　３：どちらかと言えばそう思う　２：どちらかと言えば思わない　１：思わない　◎肯定率８割以上、○６割～８割、△６割以下

R６.12月
肯定率

項目
質問項目

評価評価資料

・いじめ・不
登校・非
行・事件・
事故等の

未然防止、
早期発見・
早期対応・
早期解決

のための家
庭・地域・

関係機関と
連携・協働
体制の強

化

・生徒理
解・教育相
談の充実と
自己存在
感や充実
感を感じら
れる教育の

推進

・生徒の自
治的活動を
通じた自主
性や自律

性、規範意
識等の社
会性の育

成

⑬

A

○日記（あゆみ）や先生方との対話、教育相談等
で、先生と交流が図られている。
◎お子さんは、日記（あゆみ）や教育相談等を通し
て、先生方とのコミュニケーションが図られてい
る。
□本校は、機会を捉えて声掛けや教育相談を行
い、日常の教育相談的対応を通して生徒との交流
を深めようとしている。

○私は、大きな声でのあいさつ・中学生らしい服
装・場に応じた言葉遣いなどの基本的生活習慣
が、きちんと身に付いている。
◎お子さんは、家庭や地域で、あいさつ・服装・言
葉遣い等の基本的生活習慣がよく身に付いてい
る。
□本校は、挨拶・服装・言葉遣い等の基本的生活
習慣の確立と規律ある生活態度の育成に十分取
り組んでいる。
◇双海中生は、地域で明るいあいさつや適切な言
葉遣い、きちんとした服装ができている。

A

○生徒、◎保護者、□教職員、◇地域有識者
評定
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　【考察】
肯定率は三者とも前回同様高く、生徒会行事や日々の委員会活動により、生徒自身が自治的な活動をす

ることができている状況であるといえる。しかし、生徒、保護者ともに肯定できない状況があることもしっかりと
受け止め、生徒一人ひとりが生徒会の一員である
　【改善方策】
 １学期末に行われた生徒総会では、生徒会役員を中心に、全校生徒で積極的な話合い活動をすることが

できた。今後も戦略的に生徒会行事や委員会活動を充実させるとともに、生徒の自主的かつ自発的な活動
を促すという視点とリーダーの育成にも力点を置き、諸活動の実践計画を設定していきたい。
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○先生は、私たちによく声をかけてくれたり、いじ
めなどが起こらないように努力してくれたりしてい
る。
◎双海中は、いじめ・不登校等の早期発見や早期
対応に努力している。
□本校は、日々の生徒の様子に気を配り、小さな
変化や言動にも配慮し、いじめ・不登校等の早期
発見・早期対応に努めている。

○双海中の生徒会行事や委員会活動は活発に
行われ、私も自分の責任を果たそうとしている。
◎双海中は、生徒会行事や委員会活動の活性化
によるリーダーの育成や、仲間づくりに努めてい
る。
□本校は、生徒会行事や委員会活動の活性化に
よるリーダーの育成や仲間づくりに努め、成果を
上げている。

A

※1　「よりよい学校づくりのためのアンケート」　回答者数：生徒44名、保護者30名、地域有識者28名、教職員10名　　　※2　全体肯定率は各アンケートの単純平均

３
　
生
徒
指
導

○私のまわりでは、仲間はずしやいじめにつなが
るような言動は見られない。
◎お子さんのまわりでは、いじめや仲間はずしは
見られない。
□本校の生徒は、仲間はずしやいじめのような言
動や差別的な態度をとったりしてはいない。

⑫

アンケート結果（％）

　【考察】
非常に高い肯定率となっている。特に地域有識者アンケートの項目のうち、「４ そう思う」の回答率が最も

高い項目が本項目となっている、生徒達は、身だしなみに気を付けて、中学生らしい言動で生活することが
できているとともに、地域でのあいさつが大変よくできている状況である。ただ、忘れ物が多いことを理由に
「どちらかといえばそう思う」と回答している状況も見られる。
　【改善方策】

中学生として望ましい生活習慣の確立のために、家庭の協力を求めていく。特に睡眠時間の確保やスマー
トフォンの使い方に関しては、特に重点的に啓発を行っていきたい。あいさつがよくできていることについて
は、本校の良さとして改めて認識させ、あらゆる場面で気持ちの良い挨拶ができるよう、声掛けを継続してい
きたい。忘れ物が多い生徒については、家庭にも協力を仰ぎながら、改善に向け、効果的な方略を生徒とと
もに考えていきたい。

学校による考察・改善方策

⑪

⑭

⑮
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　【考察】
昨年度12月と比較して、保護者の肯定率は向上しているが、生徒の肯定率は低下している。教師は指導・

対応しているつもりでも、生徒には届いていないことも考えられる。また、教師に関わってほしいことがあって
も、直接言いにくい生徒も存在していると考えられるため、様々な面から生徒を捉えていくことが必要である。
　【改善方策】

今後も、生徒の日々の言動や表情の変化に気付くことができるよう、教職員が積極的に関わっていく姿勢
を持ち続けなければならない。スクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラー等の専門家とも連携を密
にし、一人ひとりの生徒への目配り、気配り、心配りを怠らずに行っていく。不登校生徒については、上記の
外部人材のほかにフリースクールや子ども家庭センター等の専門機関とも連携しながら個に応じた支援をし
ていく。

　【考察】
各学級担任は多忙な中でも日記指導や小まめな声掛けにより、生徒とのコミュニケーションをとり、生徒理

解に努めている。あゆみで教員とやり取りすることを楽しみとしている生徒もいる。一方で、あゆみの積極的
かつ効果的な活用を求める保護者の声もあり、検討していかなければならない。
　【改善方策】

生徒と教職員との対話については、教職員の業務改善をさらに進め、教師がゆとりをもってじっくりと生徒と
関わる時間を創出できるよう取り組んでいく。あゆみは生徒にとって学校での安心を生み出す機能もあるた
め、効果的に機能するよう取組を継続する。

A

A

　【考察】
保護者の回答の肯定率が、前年度の12月に比べて低くなっている。生徒の回答も危機意識をもって現状を

とらえなければならない状況と言える。潜在的な人間関係のトラブルは常に存在しているとの意識で生徒の
人間関係を見つめていかなければならない。
　【改善方策】

引き続き生徒に関する情報交換を日ごろから密にし、全教職員で共通理解のもとで指導に当たることを常
とする。生徒の行動につながる人権学習をさらに充実させ、日常生活における自分の言動を振り返り、改善
することができるような感性や行動力を身に付けさせていく。また、人権侵害に当たる言動については、見過
ごさず、丁寧な指導を行っていく。


